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︹
調
査
日
︺

　

平
成
29
年
９
月
29
日

︹
調
査
研
修
場
所
︺

　

千
葉
家
（
綾
織
町
）

︹
参
加
議
員
︺

７
名

　

平
成
26
年
７
月
の
調
査

に
続
き
、
今
回
は
実
際
に

工
事
現
場
の
調
査
を
行
っ

た
。

　
「
ハ
セ
小
屋
」が
解
体
調

査
さ
れ
、
別
の
建
物
が
建

っ
て
い
た
こ
と
や
、
山
際

に
移
動
し
た
こ
と
が
わ
か

っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

解
体
さ
れ
た
外
に
あ
っ

た
「
便
所
」
は
、
昭
和
49

年
主お

も

屋や

に
水
洗
ト
イ
レ
が

作
ら
れ
る
ま
で
使
用
し
て

い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

客
用
と
家
族
用
の
便
所
が

同
じ
屋
根
の
下
に
別
々
に

あ
っ
た
。
そ
の
当
時
は
客

の
出
入
り
も
多
か
っ
た
こ

と
が
伺
わ
れ
た
。

　

主お
も

屋や

の
「
馬
屋
」
は
茅か

や

が
は
が
さ
れ
、
骨
組
み
状

態
で
あ
っ
た
。
梁は

り

や
合
掌

の
材
料
は
、
長
さ
が
11
ｍ

も
あ
る
通
し
物
の
木
材
を

使
用
し
て
い
た
。

　
「
馬
屋
」は
、３
間
半（
約

６
・３
ｍ
）増
築
さ
れ
、
馬

の
頭
数
を
増
や
し
た
形
跡

が
見
ら
れ
た
。

　

今
後
の
調
査
結
果
も
楽

し
み
で
あ
る
。

重
要
文
化
財「
千
葉
家
住
宅
」保
存
修
理

工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て 

市
政
調
査
会

︹
視
察
日
︺

　

平
成
29
年

 

７
月
11
日
～
13
日

︹
視
察
研
修
先
︺

　

鳥
取
県
智
頭
町

　

岡
山
県
西
粟
倉
村

︹
参
加
議
員
︺

　

菊
池
由
紀
夫

　

佐
々
木
大
三
郎

　

瀧
本
孝
一

　

浅
沼
幸
雄

　

新
田
勝
見

︹
同
行
職
員
︺

　

農
家
支
援
室
主
任

　

菊
池
陽
一
朗

▪
智
頭
町
で
は
、
平
成
９

年
に
「
日
本
１
／
０
（
ゼ

ロ
分
の
イ
チ
）
村
お
こ
し

運
動
」
を
通
じ
て
、「
集

落
振
興
協
議
会
」
を
設
立

し
、
や
る
気
の
あ
る
集
落

を
積
極
的
に
支
援
す
る
体

制
を
整
備
し
た
。そ
の
後
、

平
成
20
年
に
は
集
落
振
興

協
議
会
を
拡
充
す
る
組
織

と
し
て
、
小
学
校
区
を
単

位
と
す
る
「
地
区
振
興
協

議
会
」
を
設
置
。
さ
ら
に

同
年
に
は
、
こ
う
し
た
地

縁
型
住
民
自
治
組
織
で
は

解
決
で
き
な
い
課
題
に
取

り
組
む
「
智
頭
町
百
人
委

員
会
」
を
設
置
し
て
、
住

民
提
案
に
基
づ
く
地
域
課

題
の
解
決
を
実
践
し
て
い

る
。

　

百
人
委
員
会
の
委
員
は

18
歳
以
上
の
町
民
や
町
内

勤
務
者
が
公
募
に
よ
り
選

考
さ
れ
て
い
る
。
委
員
自

ら
が
政
策
提
言
、
予
算
折

衝
ま
で
行
っ
て
お
り
、
実

施
し
て
い
る
の
は
非
常
に

珍
し
い
。

　

智
頭
町
疎
開
保
険
に
つ

い
て
は
、
都
会
等
で
災
害

が
発
生
し
た
場
合
の
、
安

全
・
安
心
が
確
保
で
き
る

場
所
を
提
供
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
災
害
発
生
時

に
避
難
場
所
か
ら
智
頭
町

へ
疎
開
。
１
泊
３
食
７
日

間
生
活
で
き
る
場
所
と
食

事
を
確
保
し
、
都
市
住
民

へ
の
災
害
時
へ
の
備
え
に

対
応
す
る
事
業
で
あ
る
。

保
険
加
入
者
に
は
、
保
険

代
金
に
応
じ
た
コ
ー
ス
に

よ
り
、
地
場
野
菜
等
の
産

品
を
送
り
交
流
す
る
、
ふ

る
さ
と
納
税
的
な
側
面
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。

▪
西
粟
倉
村
は
、
全
面
積

の
95
％
を
森
林
が
占
め
る

人
口
１
４
７
８
人
の
村
で

あ
る
。
人
口
減
少
や
高
齢

化
に
よ
り
村
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
強
い
危

機
感
か
ら
、
総
務
省
の
地

域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
の

活
用
を
き
っ
か
け
に
「
第

一
次
産
業
を
元
気
に
す
れ

ば
地
域
が
再
生
す
る
」
と
、

林
業
再
生
を
模
索
し
始
め

た
。

　

議
論
の
末
、
平
成
17
年

村
の
理
念
「
心し

ん

産
業
の
創

出
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
生

ま
れ
る
。
こ
れ
は
、
物
を

た
く
さ
ん
作
っ
て
売
っ
て

終
わ
り
と
い
う
産
業
で
は

な
く
、
互
い
に
信
頼
し
合

え
る
豊
か
な
関
係
性
を
、

産
業
を
通
し
て
作
り
出
し

て
い
き
た
い
。
そ
う
い
っ

た
地
域
経
済
を
再
構
築
し

た
い
と
い
う
も
の
。

　

こ
の
理
念
の
下
、
役
場

の
外
に
人
材
獲
得
の
た
め

の
雇
用
対
策
協
議
会
を
設

置
し
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
制
度
の
活
用
で
、
多
く

の
優
秀
な
外
部
人
材
を
獲

得
し
始
め
た
。
こ
れ
が
西

粟
倉
村
の
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
起
点
と
な
っ
た
。

　

平
成
25
年
以
降
、
政
策

的
に
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ

ー
を
生
み
出
す
挑
戦
と
し

て
、「
地
域
の
や
る
人
さ

が
し
（
新
し
い
仕
事
を
作

る
挑
戦
者
）」
の
募
集
を

始
め
た
。
こ
の
投
げ
か
け

に
応
え
る
よ
う
に
若
い
世

代
の
転
入
者
が
増
え
、
村

が
理
想
と
し
て
い
た
林
業

の
周
辺
分
野
に
次
々
と
新

し
い
仕
事
が
生
ま
れ
て
い

る
。「
人
を
惹
き
つ
け
る

の
は
、
人
。
挑
戦
し
て
い

る
人
が
い
る
か
ら
挑
戦
者

が
集
ま
る
。
挑
戦
で
き
る

地
域
か
」
が
大
切
だ
と
学

ん
だ
。

　

本
市
の
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン

チ
ャ
ー
へ
の
取
り
組
み

も
、
成
果
と
し
て
見
え
る

ま
で
は
少
し
時
間
を
要
す

る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

し
っ
か
り
と
し
た
育
成
目

標
を
持
ち
、
地
域
活
性
化

に
向
け
た
効
果
を
期
待
し

た
い
。

地
域
再
生
の
道
を
探
る   

智ち

頭づ

町ち
ょ
う

・
西に

し

粟あ
わ

倉く
ら

村そ
ん

に
学
ぶ 

総
務
常
任
委
員
会

西粟倉村役場にてローカルベンチャー発祥の地といわれる取り
組みを学ぶ

ハ
セ
小
屋
の
解
体
調
査

議会がどのように行われ、議員がどのような活
動をしているかを知るには、傍聴するのが一番
です。

手続きは簡単です！
本会議または各委員会を傍聴される場合は、当
日に議会事務局にお申し出ください。受付簿に
氏名等を記入していただきます。

傍聴する場合のお願い
傍聴をする際は、飲食が出来ない、私語や拍手
を控えるなどの「傍聴するにあたってのルール」
があります。議場前に掲示
してありますので、確認の
うえ傍聴してください。

市 民 の声
  このコーナーでは、市民のみなさまから議会に
寄せられたご意見等について一部ご紹介します。
（文章は、原文のままですが、長い場合は抜粋し
て掲載しています。）

市役所新庁舎の完成、心よりお祝い

申し上げます。新しい議場での９月定

例会より、遠野市議会の益々の繁栄

をよろしくお願いします。

 （上組町、66 歳、男性）

議会だよりは身近な話題が多く、関心を持っ

て読ませていただいています。介護業界の

人材不足の活動もはじめていることを議会

だよりからみています。特に議会だよりの

クイズをとても楽しみにしています。

 （松崎町、33 歳、女性）

表紙の園児の笑顔を見て短冊に「どんな

願いを書いたのかな、ウフフ！」と私も

のぞき見したくなりました。

 （上郷町、80 歳、女性）

議会がどのように行われ、議員がどのような活

12月定例会は11月28日㈫からです！

議会を傍聴
してみませんか

車いすの
ままでも

入場できます！

調査報告、市民の声視 察 報 告


